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平成30年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

学校名     三島市立中郷中学校                 

 

 

 

１実践テーマ 【 Ⅰ ・ Ⅴ 】  

２実施対象者 

・三島市立中郷中学校 全校生徒及び保護者、教職員 

→生徒 ２００人 保護者１８８人 教職員２５人 

・三島大場地区健全育成会会員（学区・大場地区）→約１００人 

・三島市立向山小学校 教職員・PTA運営委員→約２０人 

３展開の形式 

（１） 学校における活動 

① 教科名（道徳                  ） 

② 行事名（講演会                 ） 

③ その他（図書室 掲示・生徒会          ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（大場地区健全育成会 講演会     ） 

② その他  （メダルプロジェクト         ） 

４ 目 標 

（ねらい） 

・２０２０オリンピック、パラリンピックを目前に控え、オリンピック、パラ

リンピックの意義や歴史について学び、興味関心を高める。 

・メダルプロジェクトを通し、２０２０オリンピック、パラリンピックに自分

たちも参加し、作り上げていくという意識を育てる。 

・オリンピアンの講演や、オリンピック、パラリンピックを題材にした学習を

通し、スポーツに対する興味関心を育むとともに、夢に向かって挑戦してい

くことの大切さ、大変さ等について実感し、自分自身の生き方を考える一助

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通年の活動】 

 

① メダルプロジェクトへの参加 ※別紙資料（静岡新聞掲載） 

・東京2020組織委員会に  

よる、東京2020大会で 

使用するメダルについて 

みんなの持っている使用 

済み携帯電話等の小型家 

電から製作する「都市鉱山  

からつくる！みんなのメ 

ダルプロジェクト」に参 

加。年間を通し呼びかけ 

た。 

・生徒会本部役員を中心に取り組み、回収開始日「７月１１日（水）」には、

「チーム ブリヂストン サイクリング」所属の、現日本チャンピオン「窪

木一茂 選手」が来校し、全校生徒に呼びかけを行った。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 図書室の掲示 

・司書に協力をお願いし、図書委員の生徒  

と、図書室の一角に「オリパラコーナー」 

を常設し、オリパラの歴史等の掲示物を 

掲示する。また、オリパラ関係の図書を 

コーナーに置き、生徒にすすめた。 

 

③ 道徳の授業 

・資料名『目が見えなくても、ぼくはぼく』

（自作教材） 

・主題名「Ａ－（４）希望と勇気，克己と 

強い意志」 

・元水泳ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ代表の「河合 

純一選手」を教材として道徳 

の授業を行い、夢をあきらめ 

ないことの大切さ、努力する 

ことの大切さについて考える 

とともに、ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸの歴史に 

ついても学んだ。 

 

 

【講演会の実施】 

 

・平成３０年１１月２１日(水)   

１３：３０～１５：２０ 

・全校生徒及び保護者、学区で 

ある「大場地区健全育成会」  

とも協力して、広く地域に呼 

びかけて実施。 

・ブリジストンサイクル株式会

社の自転車チーム、「チーム 

ブリヂストン サイクリング」に講師を依頼 

・講演：『CHASE YOUR DREAM』 

"夢を追いかけろ！"チームフ゛リチ゛ストンサイクリンク  ゙

 

＜講演内容＞ 

・オリンピックパラリンピッ 

クの概要 

・飯島選手のオリンピック体 

験談 

・自転車競技について 

・チームブリヂストンサイク 

リングについて 

＜講師＞ 

【飯島 誠 氏】 

・自転車トラック・レースのポイントレースにて、シドニー2000・アテ

ネ2004・北京2008オリンピック出場 

 



 

 

 

 

５ 取組内容 

【石橋 学 選手】 

・自転車ロードレース、2015年ジロデイタリア出場 

 

＜実演・体験＞ 

・室内練習機を使用し、各クラ  

ス代表により、自転車で最高  

速度を目指すチャレンジを 

行った。 

・最後に石橋選手のデモンスト 

レーション、及び質疑応答を 

行った。 

 

６ 主な成果 

 

 

【通年の活動】 

 

① メダルプロジェクトへの参加 

・生徒にとって、自分たちの携帯やスマホがメダルになるということで、オ

リンピック、パラリンピックを以前よりも身近に感じることができるよう

になった。 

・プロジェクト開始時に、窪木選手が来て下さったので、「自分たちの携帯ス

マホでつくったメダルを窪木選手に！」というより具体的な目標をもつこ

とができ、頑張っている選手のみなさんに自分たちができることをしたい

う思いをもつことができた。 

 

② 図書室への掲示  

・オリンピック、パラリンピックの基本的な知識を得ることができたのと同

時に、興味関心を高めることができた。 

 

③ 道徳の授業 

・河合純一さんの生き様、パラリンピックを通して、夢をもつこと、夢に向か 

っていくその姿勢に触れ、オリンピック、パラリンピックの選手が夢をもち 

続け、ひたむきに頑張る姿を実感することができた。また、そうした姿勢か

ら、生徒は自分自身を振り返るとともに、夢をもつこと、夢に向かっていく

ことの大切さを考える好機とすることができた。 

 

【講演会の実施】 

 

・メダルプロジェクト開始時より、チームブリヂストンサイクリングの選手

が来校されていること、身近な地域が東京２０２０の自転車競技の会場と

なること等、生徒にとってオリンピック、パラリンピックが、遠いテレビ

の中のものではなく、身近な存在として感じることができるようになった。 

・飯島氏、石橋選手の講演は、ひたむきに努力を続けること、夢に向かって

歩み続けることの大切さと素晴らしさを感じさせてくれると同時に、お二

人が気さくに触れ合って下さったり、様々な質問に答えてくれるその姿に、

親近感を覚え、お二人が決して特別ではない、自分たちとかわらない人間

であることも感じることができた。生徒は、一人ひとり自分自身の夢や、

夢に向かう姿勢を振り返っていたようであった。 



７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・講演会を柱として、メダルプロジェクト、図書室の掲示、道徳の授業等、

日常を通して取り組みを行い、こうした複数の取り組みを関連させていく

ことにより、さらに成果をあげることができた。 

・自分たちの住む三島市に、チームブリヂストンサイクリングが本拠地を移

したこと。学校からも決して遠くはないところが、東京２０２０の自転車

競技会場となったこと等を有効に利用することで、オリンピック・パラリ

ンピックをより身近なものとすることができた。 

・三島市産業文化部商工観光課、観光政策係オリンピック・パラリンピック

誘客対策室スポーツ推進課の全面的なバックアップにより様々な面でスム

ースに実施することができた。 

８主な課題等 

・多忙化改善のため、様々な行事等の見直しが迫られる中、新規の事業を行 

うことは、準備等も含め時間的に厳しい面がある。 

・講演会を行う際の講師の依頼等について、学校、個人で依頼することに限 

界を感じた。（心当たりもなく、費用も確保できない） 

・生徒の興味関心を高めるためにも、講演会等を単発で実施するよりも、様  々

な取り組みを関連させて実施していくことが有効であると考えるが、一貫 

性をもってプロデュースしていくことの難しさを感じた。 

９来年度以降

の実施予定 

・講演会等の実施予定なし。 

・今年度育まれた、生徒のオリンピック・パラリンピックへの興味関心を大 

切にし、図書室の掲示、学級掲示等については継続しいきたい。 

 


